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(1) 点と直線の距離 (l年 図形の基礎)
本時の目標 呂 票差警ご禁 芸賢覧崇 墓孟皇詔 等三三三obミできる○
讐 て号エア 作図ツール f使用形態 巨 ロジ-クタを用いて- こ提- る○











直線e上にない点pからCに垂線をひき,直線eとの交点をQとするoこのとき線分 p()の長さ P4.520/③長さと角度を表示して,もっとも短 るときも,そのつと …と直線 の距離｣であることを確認していきたいo
を.点pと直線eの距離という○3 課粗の発展 匝 亘三二亘頭･垂線PQの長さを点pと直
くなるところを見つけるoPa.13crn3.55cm､54○Q Q■ 線色ることを理解しているかoく観 察〉･課題 1を参考にして考えるようにするo鉄道の線路や,窓など身近にあるものを通して.平行線平行な2直線間の距椴について考えてみよう○
畳盟3｢どんなことがいえますか.｣ LD｣ 0cmE.,ocn L10cmI＼ /
平行な2直線且,mがあるとき,良上のどこに点をとっても直線mとの距離は一定である04 解決のための手続きの検肘2 間の距離は常に一定であることをより深く理解するようにしたい.･机間指導を行い.遅れがち




5 授業のまとめと自己評価 かo く机間指導.観察)-期待される自己評価の例- l関心 .意欲 .態#l
･距離の意味が分かっているo 興味を持って,課鰭に取り組
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本時の目標 呂 告賢覧翌夏孟夏孟孟誓 読 望冨悪霊言霊至芸需 要詰 bT'.言芸oaO
讐 て号エア 作図ツール l朗 形態 l1ロジ-クタを用いて,全体に提示するO
学習のねらいと発間 学 習 活 動 評価.配慮事項
l 練dlの杷雛円周上に点A,点Bをとり∠APBをつくる○点Pの位置をいろい P Z]A○点pの位牡をいろいろ変えて測定す Iw心.意欲 .億園興味を持って.円周角の性質を見つけようとしていたか○
ろ変えて, ∠APBの大きさを測ってみましょう02 解決のための手続き 検肘1墾毘⊥ ｢∠APBについてどんなこと く観 察)P42.0084.○
がわかるでしょう○｣囲 ｢∠AO Bの大 き さも 測 ってみましょ うo｣3 解決のための手続 の検肘2 るOlいつでも等しいol○点Bの位直を ろいろ変えて測定す○点A.一点Bの間が開くと∠AP菌 三だきざ～ま霊 芝票を l∠APBと∠AOBを比べるOは の半分OlOワークシー トに考え 香き込みなが 8A･二等辺三角形の外角の性質
星置j_｢どうして∠APBは∠AOB ら,補助線を引くなど試行錯誤を通し を用いて考えるよう助言す
の半分になるのでしょうo｣ て,性質に気がつくoP0 t]A † るo
囲 ｢直径pKを引いてみましょうo｣①点Kが弧AB上にあるときC4 裸札の解決萱盟旦 ｢特別な場合にも成り立つことを確認しようOJ② 半径 AまたはOBの延長上にあるときo③ ない 05 捜集 まとめと自己評価 ･厳密な証明は求めなくてよいo匪亘:垂司気がついたことをわかりやすく説明できるo(机間指串.観察)
P○ o OR DA A
○円周角の定理についてまとめる○を利用して,実際に角度を 恒㌃三両円周角の定理を理解 し利用
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(5) 相似の位置 .相似の中心 (3年 相似な固形)
本時の目標 呂 芸子宏芸冨:Eこ諸 芸諾 霊諾 票誓 雷忘夏孟O^-.縮小できるo
賃R,て吾エア 作図ツール l 使用形態 I1ロジ-クタを用いて.全- 提示するo
学習のねらいと発間 l 学 習 活 動 評価 .配慮事項
1 鱒且の把堆 l ･相似の位置におかれた図形を観察することにより,相似の潰味の理解を深めるo下の図のように点0を適当にとり.四角形ABCDに対して.0
E-20A.OF=2OB.OG-2OC.OH-20Dとなるよ
うに四角形EFGHをつくりました○ ･スライ ドやOHPなど.1
//1A HDt) CF､ ＼ C 点(相似の中心)を利用した相似が,身の周りに多くあることに気付くようにする〇･同様の図形をワークシー トで示し 実際に長さを測定する活動もできる〇｢対応する部分の長さの比2 解決のための手続きの枚肘1畳屋⊥ ｢辺の長さや角の大きさを測定
して相似であることを が等しい｣｢対応する角の大
確認しましようo｣ 【85.9 8_一～E■ きさが等しい｣という相似の意味を確認する○匪亘三重頭
A8.一-2lcb 8.】c H
困 ｢2つの四角形が -C t30.も2.72- L】Orも ,.朋 C.
相似であることを 式 B ー 2つの図形が相似であることを式で表せるかoく観 察)I/ HF/P ,i匝垂三重頭
で表しましょう○｣ F74t = ,表芸 ⊇ 聖 G
照 準 夏空tftatP52tJるでL l霊 富完n?,讐 き警夏芸巌E AAB B＼BO G
CG
4 詳且の解決 2つの図形の対応する点同士を
畳盟j ｢課題のように作図するといつ 通る直線がすべて 1点Oに集ま
でも相似になるといっていいでしょう り,0から対応する点までの距離 ･相似の中心.相似の位置の
かC｣ の比がすべて等しいとき,それら 意味を理解 しているかo
の図形は,0を組 として 〈観 察〉匪垂三重頭･相似の位置を利用して図形
担坦旦監置にあるというQ
5 授暮のまとめと自己評価
畳盟A ｢△ABCをかき,相似の中心 ○各辺を 1/2倍することができたら,
Oを適当にとり,各辺を 1/2倍にした 自由に倍率を設定して三角形を拡大 . を拡大 .縮小できるかo
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学習のねらいと発間 学 習 活 動 評価 ･配慮事項
園のように線分AB上に点C
をとり,同じ側に2つの正方形
を作ります｡
面積を変えずに.2つの正方
形を1つにしなさい｡
A C a
2.解決のための手続きの検討1
畳盟⊥ ｢特別な場合で考えてみよう.｣
(1)2つの正方形が合同な場
3.解決のための手続きの検討2
澄匙 ｢いつでも成り立つために,点P
をどこにとればいいのだろう｡｣
紙を張り合わせて確かめよう｡
C=BPとなるように点Pをとる｡
コンピュータで確かめよう｡
4.課増の解決
萱且旦 r正方形の面積は変わっていな
いので.面積を2通りの表し方で表し
てみましょう｡｣ Q
AQ=a
AP=b
PQ=Cとすると
[^= ゝ
5,授業のまとめと自己評価
里見旦 ｢図形を張り合わせて三平方の
定理の批明ができることがわかりまし
たか｡｣
○一人一人で探究活動を行う｡
○すぐに解決方法が見つからないの
で,特別な場合で考えてみる｡
(2)1:2の幼合
† B
)10⊂●
○面積を式で表す｡
･もとの2つの正方形を考えると
a2+b2
･新しくできた1つの正方形を考え
ると
旦三
〇 面積は変わらないから
a2+b2- C2
0いろいろなやり方があることを情報
通信ネットワークを活用して調べる｡
MOW3の rFCASHの彪星/
h比p:〟www_m舶 m
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･三平方の定理の別証明とし
て扱う.一部内容を変えて,
三平方の定理の導入として
扱うこともできる｡
･コンピュータの提示だけで
なく,実際に方眼紙に正方形
をかき.補助線をひいたり,
切って張り合わせたりする
作業を重視する｡
･直観的には解決できないの
で,十分に探究の時間を確保
する｡
･探究活動の中で,特別な場
合を考察している例を取り
上げ全体で追究する｡
･｢一般的に解決できない場
令,特別な場合で検討する｣
という問題解決の手続きを
身につけるように支援する｡
関心 ･意欲 ･態度
学習課嶺に興味をもち.主体
的に探究しているか｡
く観察)く個別指導)
･話し合いや作業を重視し,
課題を集団で練り上げてい
くようにする｡
学的な見方 ･考え
新しくできた四角形が
いつでも正方形となってい
ることの意味や理由を考え
ている｡ く発表)く話合い)
･この段階まで,三平方の定
理に関係する学習課題であ
ることに触れない｡気がつい
た生徒がいれば発表させる｡
意外性を大切にしたい｡
関心 ･意欲 ･態度
三平方の定理に興味をもち,
自ら調べようとするか｡
く自己評価カ ード〉
(平成 15年10月10日受理)
